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Abstract : 
  This study firstly reports on a two-week nursing program, which was held in Melbourne, Australia in 2001. Secondly, it examines 
the effects of the program on the participants in terms of their internal growth and awareness towards Australian culture, behaviour and 
the language. Lastly, it explores affiliation eed observed in the participants in comparison with English major students in a similar 
program in England. 
  The results suggest hat (1) the overseas nursing program is useful for motivational reasons, (2) the nursing students observed their 
host families rather critically, and (3) they seem to have higher affiliation eed than English majors and were able to perform well in 
everyday situations by keeping eye-contact, smiling and nodding for agreement.
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立案 に際 して,治 安面 で安 心でき るもの,医 療現場
を直接見学で きるもの,ナ ー スに特化 した英 語プ ログ
ラムを提供で きるもの,異 文化体験 が直にで きるホー
ムステイがで きるもの等 この種 の研修 導入 時に考慮す
べき事項 をク リア してい るもの として,オ ース トラ リ
ア ・メルボル ンランゲー ジスクール企画 の2週 間プ ロ
グラム(西 村,1996a・b;山内,1998)が候補 にあが
?
?
?
?
?
?
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1は じめに
将来的に福井医科大学(以下 「本学」)看護学科の公
式行事に取 り入れることも視野に入れて,2001年(8
月2～16日)にメルボルン看護研修の視察が行われた
(本学からは3名 参加)。看護学生がこの研修に参加す
ることによって,オ ース トラリアの医療現場を直接見
学する以外にも,自分に対する自信が深まり,異文化
や外国語に対する意識が高ま り,更には将来ナースを
目指す看護学生に必要とされる親和欲求が高まること
が期待できた。この研修の導入を,英 語担当教官が検
討 している段階であるので,こ れらの項 目に関 して2
週間の研修で十分効果が上がるのかどうかを,本稿は
考察 した。最初に看護研修の概要を記 し,次にその期
間中,事前 と事後に2度行われたアンケー ト調査結果
を基に して参加者の心的変化 とこのプログラムによる
親和欲求面での効果を探ることにした。
したので,同行 しプログラム内容を視察 した。その際,
プログラム参加者の意識の変化に関して2度 アンケー
トを実施 し,必要に応 じて直接面接 も行った。
2.2参加者
当初1週 間は10日 間 ・2週間 ・3週間の3コーフ
が合同で全て同じプログラムに参加 していた。3コ ー
ス全体の参加者の内訳を見ると,4年 制大学の看護弄
学生が20名,短 大生が10名,専 門学校等の学生 僚
齢は20歳 前後)が17名,既 に経験を豊富に積んた
ナース参加者(40歳 以上)が2名 であった。4年 姓
大学看護系学生の参加者を年次別に見ると43%が2
年次生,38%が1年 次生,19%が3年 次生であり,
看護学生は夏休み中でも3年次以降は実習で忙 しく8
割が1,2年 次生での参加であった。本研究が直接文
象とした2週 間コースの参加者は13名 であった。
2海 外看護研修の概要
2.1本学での海外研修導入目的
欧米の学生に比べて 日本の大学生は,学 習に対する
姿勢や費やす時間について劣るとい う意見を耳にす る
ことがあるが,看護学科とい う将来命を扱 う職業を選
沢して入学してくる学生に日々接 していても同様の感
を抱 くことが少なからずある。少なくともこのような
学生に,決 して長 くない専門 トレーニングの時期を有
意義に過 ごしてもらう為に,入 学後あまり時間が経っ
ていない時期に,欧米の看護学生と交流を持ち,他 と
7)比較で自らの姿勢を省みた り,現地での医療制度を
学習 し又実際に病院見学を行 うことで刺激を受け,ひ
!・ては看護教育 ・英語教育両者即ちESP(Englishfor
3pecificPurposes)教育に対す るモチベーションを高
めることを期待(目 的 と)して,本 学英語教官により
毎外短期研修導入が検討 されてきた。
996a・b;山 998)が
った。2001年度に本学の看護学科2年 次生3名 が参加
2.3プ ログラム内容
今 回のプ ログ ラム は大き く分 けて(1)週日の午前 ヰ
3時間行われ る看護英語 レッスン,(2)午後に行われ そ
病 院等の施設見学 ・医療 に関す る講義,(3)オー ス トラ
リア人宅でのホー ムステイ による生活 ・文化 体験か ら
なっていた。
英 語に不安のあ る参加者 に とって内容 を良 く理解 し
た り質 問で きるよ うに,講 義 ・施設訪 問 とも医療英 詳
に堪能 な元看護 婦(日 本人)が 通訳 として必ず 同行 し
た。 医療 関連 の講義は,オ ース トラ リアのヘル スケア
システ ムに関す るもの と,高 齢者ケ アに関す るものガ
現場経験 の豊 かな専門家に よ り行われた。 医療施設 貝
学 は盛 りだ くさんで,教 育病院で あるオー ステ ィン猜
院(AustinHospital)を訪 れ,CCU(CriticalCar〔
Unit)・集 中治療 室 ・普通病棟 を見学 した り,ロ ー ケア
ホステル(lowcarehostel:看護 ケアが あるわけでな
く,原 則 として 自活 でき る人たちが,体 が不 自由にな
る前 に,子 供 の世話 にな ることな く,友 達 を作 った り
す るの に 入 る施 設)で あ るハ イ ベ ール ・ビ レ ッジ
(Highvaleretiredvillage)を訪 問 して建物や提供 さ
れてい るサー ビスを見学 した。 更に,オ ース トラ リア
で初 めて子供 の終末 ケア施設 として創設 されたVer}
SpecialKidsHospitalも訪 問 した。 医療 関連 の講議
と医療施設訪問 について参加者 か らの 自由記載 式ア ン
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ケー トを見ると,多 くの者が異 口同音に 「日豪両国と
もにお互いか ら学ぶことがある」「オース トラリアの
医療現場を通 して逆に日本の現状を考え直す ことがで
きた」 「日本ではあま りないようなとても興味深い所
を訪問 し,質問する場もたくさんありとても勉強にな
った」など,オース トラリアの医療制度に関する講義
や医療施設訪問に満足感を示す言葉を並べていた。適
切な事後指導があれば今後の看護学習への動機付けに
つながると期待できた。
2.4ホ ー ムステイ
原則 として学生2人 がペア とな り各ホス トファ ミリ
ー宅に滞 在す るよ うな形態が と られていた。事後ア ン
ケー トに よると,初 日に トラム(路 面電車)に 乗 って
通学するのには心強か った よ うで あるが,ど うしても
帰宅後2人 で 日本語 を使 って しま うの で,で きれ ば1
人1家 庭の方がいい との参加者 の声が多 かった。 この
ペア制度以外で,代 表的 な感想 は次 のよ うな ものであ
る。 「ホス トファ ミリー との交流は言葉 の壁 を越 えた
とて も暖かみの あるもので,人 間対人 間 との関係 は本
来 こ うあるべ き!!と思 える ような もので した。 全 くと
い ってい いほ ど英語 が話せ ない私 に親切 に,わ か りや
す くコ ミュニケー シ ョンを とって くれたホス トファ ミ
リー に感 謝 の気持 ちで い っぱいです。」ホ ス トフ ァ ミ
リー の項 目に関 しては,異 文化 体験 ・人間 と しての視
野 を広 げ るといった側 面が多分に あるので,次 のセ ク
シ ョンで詳 しく見 ることにす る。
3看 護研修 ・ホームステイ参加による心的変化
3.1心的変化
日本私立短期大学協会外国語教育研究委員会の報告
書(1994)によると,日本の大学 ・短大による英語学習
を目的とした短期海外研修はかなりの数に上っている
が,僅 か数週間ではどれほどの効果が上がっているの
か必ず しもはっきりとはしていない(石野他,1999)。
現存のツール(TOEFL等のテス ト)では短期間での英
語力の推移がなかなか測定できないことが原因と考え
られる(Hisama,1995)。
語学面での効果ばかりではなく,最近では海外研修
プログラムによる社会言語学的な効果にも目を向ける
動きがある。例えば,英語圏で 日常生活を送ることで,
自己に対す る自信や 異文化 ・英語への意識 にどの よ う
な心的変化 が現れ るのか を調べ る研 究が石野他(1999)
に よって行 われた。石野他 の研 究(1999)では,「海外滞
在経験 に よる自信 の移 り変わ り」 にかかわ る29項 目
と 「異文化 と外国語への意識」 にかかわ る25項 目が
作成 された(参 考資料)。
この質問紙 によるア ンケー ト調査 を,今 回視察 した
2週間 コー ス参加の学生13人 対象 に,ホ ー ムステイ
開始2日 目(事 前 アンケー ト)と 最終 日である14日
目(事 後 アンケー ト)の2度 行 い,そ の結果 を比較検
討 した(回 収率100%)。 第1日 目はメル ボル ンに到
着 し,ま だホス トファ ミリーに会 っていない段 階であ
ったので,第1夜 をホス トファ ミリー と過 ごした直後
の第2日 目に最初 のアンケー トを実施 した。2度 目の
アンケー トは昼休 みの時間を使 って一斉に研 修教室で
実施 され た。
回答 は無記名 方式 とし,(1)一(29)の「経験 と自信」
項 目については 自信 があれば4,全 く自信がな ければ
1,(30)《54)の「異文化 と外 国語 への意識 」項 目では
強 くそ う思 うのであれば4,全 くそ う思わ なければ1
と記入す る4段 階 リカー ト法 をとった。その結果が表
1であ る(t検 定 を行い54で 除 した値 を有意 レベル
に設定 し,これに達 した設問の標 準偏差SDの み 明記)。
石野他 の研究の被験者 を詳 しく見 る と,全 てA女 子
短期大学 の学生(年 齢 は明記 され ていないが短大生 で
あるこ とを考慮す る と平均19歳 前後 と推測 され る)
であったが滞在先 によ り,大 き く3つ のグル ープに分
け られ ていた。 オー ス トラリア語 学研修 の39名,オ
ー ス トラ リアフ ァームステイの19名 ,ア メ リカ語 学
研修 の11名 でそれ ぞれ4週 間の滞在 であった。3グ
ル ープ ともに同 じア ンケー トを用いたが,本 研 究の被
験者 が参加 したプ ログラムに最 も近いのはオース トラ
リア語 学研 修であ ると思われ るので,比 較の為 にその
グル ープの結果 も表1に 附加 しておいた。
3.2海外滞在経験による自信の変化
まず経験による自信 の変化を見る設問#1～29に
ついて,石 野他の被験者(94%が 英語専攻)と 本
研究の被験者(全 員看護学生)の 平均値を比べると事
前 ・事後ともに石野他の方が高かった(ρ〈.01)。またそ
れぞれのグループを個別に見ると,本研究の被験者 も
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石野他の被験者 も事後には得点が向上 していた(それ
ぞれ ρ<.05,ρ〈.001)。石野他の事前調査時に29問 の
平均値は2.58,事後調査時では3.33であったが,
本研究ではそれぞれ2.18,2.58で あった。この
ことは,海 外研修参加前には石野他の被験者の方が海
外での生活について 自信をもってお り,本研究の被験
者は2週 間の研修を通 してようや く石野他の被験者の
渡航前の自信レベルに達 したと解釈することができる。
また,両研究の被験者 ともに海外研修によって自信は
増 したが,渡航前の レベルが高く且つ4週 間もオース
トラリアに滞在 した石野他の被験者のレベルに本研究
の被験者が達す ることはなかった。
細かく設問を見ると,29間 中25問(86%)で
自信の向上を見た石野他に比べて,本 研究の被験者は
21%の項 目に自信を深めただけであった。21%に
当たる6項 目で自信が深まった理由を考えてみると,
研修先であるメルボル ン ・ランゲージ ・センターがメ
ルボルンの中心地にあり昼休みや1日 のプログラムが
終わった後で,シ ョッピングをした り郵便局に行き日
本への手紙を出した り,毎 日バスか トラムで通学する
環境にあった為に#1,2,3,18の 自信向上につな
がったのかもしれない。#10「ホス ト先で電話が鳴っ
たときに,まわりに誰 もいなければ自分で対応できる」
については,事 前調査時に全員まったく自信がなく平
均値が 「1」であったので,少 しの 自信がつ くだけで
も有意差(5%レ ベル)が 出たと判断できる。
しかしこのよ うに原因の究明が容易でなく,また,
石野他の結果 と明らかに異なっているのが#13の「迷
惑をかけられた場合に,適切な英語で注意をした り,
苦情を言 うことができる」の項目である。この項 目に
類似 したものを含 めて結果を見てみると,「迷惑をか
けた ときに英語で謝 ることができる(#12)」,「困っ
たときに英語で助けを求めることができる(#14)」,
及び#13の3項 目に関 して石野他の被験者は全て事
後に自信を深めていたが,看護研修参加者は#13のみ
に向上を示 しただけであった。これが将来ナースを目
指すグループの特性に起因するのかどうかの判断はこ
こではできないが,2週 間のプログラム中行動を共に
した筆者が気づいた特性一イヤなことはイヤだとはっ
きり言 うこのグループの特性一が出ていて実に興味深
い差であった(両研究の被験者は全て女性であったの
でジェンダー差に起因するものではない と考えられ
る)。他の解釈法としては,滞在期間が看護グループは
2週間であったのに対して石野他は4週 間であったの
で,最 初に#13への 自信が高まりその後#12,14
が高まるとも考えられる。更に,石 野他の被験者の主
目的が英語力の向上や異文化理解であるのに対 して看
護研修参加者はオース トラリアの看護現場の理解が 目
的であるのが原因であったのかもしれない。
3.3異文化理解 と外国語学習
次に 「異文化と外国語への意識」の変化を調べた設
問#30～54の 結果に目を向ける前に,この25問 が
内容的に2種類に分かれていることを説明しておく必
要がある。#20～48と#54の20項 目が人間関係
や生活習慣等の 「異文化への意識」についての心的変
化を調べるものである一方で,#49～53の5項 目で
は 「外国語への意識」の変化が扱われている。また,
この設問を考案 した石野他の研究ではこの25問 に関
して事前 ・事後の有意差は扱われておらず,便宜上0.
2以上の変化を 「顕著な変化が認められた」として分
析 している(p39)。本稿では 「経験による自信の変化」
分析との整合性を鑑みて,有意差が見いだせた項 目に
ウェイ トを置いて結果の検討をすることにした。
最初に異文化に関する20問 の平均点について本研
究では事前事後に有意差はなく,石野他の数値を計算
したところ同 じ結果であった。また,本 研究 と石野他
の研究の被験者間に事前 ・事後 ともに有意差が見いだ
せなかった。っま り,異文化に対する意識は海外研修
前も後 も2グループ間に差はなく,それぞれのグルー
プを別々に見ても意識の変化がないことより,海外研
修を2～4週 間行っても異文化観にはあま り影響を及
ぼさないようである。
異文化への意識に関する設問20問 の中で点数が向
上 したのは,#36の 「ファース トネームで呼び合 う」
と#54の 「日本人に生まれてよかった」の2項 目だけ
であった(それぞれρ〈,05)。#36に関 しては事前に既
に3.38とかなり高い数値であったにも関わらず,事
後には0.39ポイン ト上昇して3.77とな り,石野
他の3.39か ら3.69への変化 と酷似 した結果が得
られた。慣れない海外で,数 日前には他人であったホ
ス トファミリーに家族同然に接 してもらっている生活
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の 中で,日 本人 に とってファー ス トネ ームで呼び合 う
ことで親 しみ が増 した と感 じられ たのか もしれない。
この習慣 はオー ス トラ リア社会 では当た り前の ことで
あるので,逆 にホス トファ ミリーに同様 の質問をす る
ことで,こ のプログラム参加者 たちが感 じた親 しみの
度合い と,ホ ス トファ ミリーがフ ァース トネームを使
うことで伝 えよ うとしていた親 しみの度合いを比較 し
てみ る と興 味深 い結果 が得 られ るか も しれない。
「日本人 に生まれ てよかった」の項 目では,石 野他
の結果 では3.65が3.57へ とほ とん ど変化 してお
らず,4週 間の滞在 に よって 日本観 ・オース トラ リア
観 が変 わ らなかった と解 釈で きる。 これ に対 して,本
研 究の被験者 は2.77か ら3.54へ と実に0.77
もの変化 を見せた。 これは本研究の被験者 は,石 野他
の被 験者 と比べてオース トラ リアでの生活体験 によっ
て 日本観 に遙かに大 きな変化が起 こった と換言 できる
だろ う。この差 を少 し詳 しく見てみ ることにす る。 「異
文化への意識」 に関す る25項 目中で,石 野他 の研 究
では0.2以 上の差に よる 「顕著なマイナスの変化」が
観察 された のは#39「滞在 国の人 は 日本 よ りも質素な
暮 らしを している」と#43「滞在 国は 日本 よ りも危険
で ある」 のみ であった。 つま り,4週 間のオース トラ
リア滞在 によって,被 験者 は当初 思っていた ほど質素
な生活 で もない し,危 険性 があ るわ けで もない と感 じ
た と解釈 でき る。
一方 ,本研究 では#31「 家族の家事 の分担 は 日本 も
見習 うべき」,#33「 家族 と過 ごす時 間を大事 にす る
習慣 を 日本 も見習 うべ き」,#41「 滞在 国の生活水 準
は 日本 よ り高い」,#46「 滞在 国の女性 は 日本 の女性
よ りも幸せそ うで ある」,#48「 滞在 国の同世代 の女
性 は私 よ り精神的 に大人 だ と思 う」の5項 目で0.2以
上の低下が観察で きた。低 下後 で さえ3,61,3.4
6と高い数値 を示 している#31,#33の 結果か ら考
えると,こ のよ うな習慣 の良 さをを認 めなが らも,実
際 にそ の中で生活 しなが ら将来の 自分が築 く家庭 を考
え合 わせ る と,必 ず しも日本 人が見習 う必要があ るわ
けでもない と考えた参加者 が多かった と言 えるだ ろ う。
また滞在 国の女性 に関す る設問#46,48に 対す るポ
イン トも下がってい ることよ り,2週 間の観察後 には
当初 ほ どの評価 を していない こともわか る。一方石野
他 ではそれぞれ0.33,0.06ポ イ ン ト向上 してお
り同性への評価が好意的であることと比較すると,看
護研修 グループはかな り厳 しい観察眼でホス トファミ
リーの生活やオース トラリアの女性を見ていたようで
ある。 このような 日本社会の再評価と厳 しい同性への
観察が相まって,「日本人に生まれてよかった」の項 目
での事後ポイン ト向上につながったのかもしれない。
3.4外国語学習
最後に 「外国語への意識」を扱った#49-53の結
果を見ると,石野他のグループも看護研修グループも
事後に向上は見られなかった。また事前結果にも2グ
ループ間に差はなかった。但 し事後になると石野他の
被験者の方が本研究の被験者 よりも高い数字を残 して
いた(それぞれ3.33と2.78)。つま り石野他の参
加者の方が,海外研修によって外国語への意識が高ま
ったと考えられる。
各項 目に目を向けると,「滞在先の英語の授業は今
回の海外滞在には役だったと思 う」の項 目で3.23か
ら2.46への低下(ρ〈.05)が見 られた。低下は石野他
でもみられ(-0.14),これは予想通 りであると石野
他はコメン トしているが,そ の理由は考察 されていな
い。英語圏での看護研修の柱の一つは英語の研修であ
るので,現 地スタッフとの緊密な打ち合わせにより参
加者の英語 レベルに合致 し,needsanalysisに基づ く
内容を提供できるプログラムを作る必要性があること
が浮かび上がってきた。また2週 間と短期間であるこ
とを考慮すると事前学習の重要性 も忘れてはならない。
この点に関して,中 学や高校での英語の授業に対する
評価(#50)は石野他 と本研究の被験者で大差はなか
ったが,大 学 ・短大での英語授業の有用性に関 して看
護研修生は 「顕著な」伸び(0.23)を示 した一方で,
石野他では一〇.12と若干の低下が見 られた。看護に
特化した英語授業を在籍中の大学 ・短大 ・専門学校で
既に受講 した学生が,そ の有用性を見いだした結果 と
取れれば,ESP授業を看護学生対象に行っている英語
教育関係者にとっては朗報である。
3.5海 外 滞在経験に よる心的変化の まとめ
「海外研修 による 自信 」 「異文化への意識」 「外国語
へ の意識 」について石 野他(1999)による54項 目か ら
なるアンケー ト調査 を事前 ・事後2度13名 対象に実
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施 し,2週 間のオース トラリア看護研修の心的効果を
検証 した。まず,「自信」については現地での 日々の生
活の中で不安感が自然 と払拭 されたと考えられる5項
目以外に,「苦情を英語で言える」項 目のみ自信が増 し
ていた。「異文化への意識」に関しては,2項 目で意識
の高ま りが観察されたが,特 に 「日本人に生まれてよ
かった」のポイン トの上昇が石野他の結果 とは傾向が
異なるので理由を探ると,か なり厳 しい観察眼でホス
トファミリーの生活や現地の女性の行動を見ていた可
能性が示唆された。 「外国語への意識」の高まりは石野
他ほど見られなかった。
本研究と石野他の研究結果の差は,プ ログラム期間
の長短(看 護プログラムは石野他の半分の2週 間)に
起因するものであり,あ と2週間滞在期間が延びれば
同 じような結果になっていたと考えることができる。
また別の考え方をすると,英語 ・異文化理解を海外研
修の主 目的 として望んだグループと,看護研修を主 目
的としたグループの差が原因であったと解釈すること
もできる。或いは,本 研究がモデル とした石野他のア
ンケー ト自体の信頼性 ・妥当性が原因であるのかもし
れない。何れにせよ被験者が僅か13人 であるので,
更なるデータを収集 しない とこの問題に関して確たる
結論は導けないが,看 護研修参加者の心的変化の特徴
と問題点が幾分明らかになったことは大きな成果だと
言えよ う。
4看 護研修参加に よる親和欲求面 での効 果
看護研修へ の参加者 は,英 語専攻の学生でない にも
かかわ らず,参 加動機 の中に英語 力の向上 をあげてい
た。また,ホ ス トファ ミリー との コミュニケー シ ョン
の場で は,相 手 を理解 しこち らも理解 して もらい,よ
りよ り人間関係 を作 りたい とい う「親和欲求」(池 田他,
1998)も全員が持 っていた。 しか し語 学力の差があま
りな くて も,い い雰囲気 を築 ける学生 とそ うでない学
生にわかれて しま う。人 間の表現 の うちで言語 に よ り
伝 わるのはわずか3割 にす ぎず,残 りの7割 はノンバ
ーバル であ る とす る説(Birdwhistlell,1970;佐藤,
1995)と,ノンバーバルの読解(感 性)が 言語 メ ッセ ー
ジの読解(知 性)よ りも人間 にとって重要 である とす
るD.ゴ ー ル マ ン(1995)が提 唱 した"Emotional
Intellgience(EQ)"説(池田他,1998)を考 え合 わせ る
と,EQに優れた学生の方が親和欲求を満足するのに有
利であると仮説を立てることができる。今回の研修参
加者は,将来ナースとして患者 と接する際に,職 業上
当然高いEQが要求され,それに伴い親和欲求も高まる
ことが予期 される。オース トラリアとい う慣れない異
文化環境の中でどのよ うに親和欲求を満たそ うと行動
し,またその為にEQをどのよ うに働かせたのかをアン
ケー ト調査から探ることで看護学生に対する海外研修
の有用性を見極めるのがこのセクションの目的である。
4.1看護学生 と英語専攻学生との比較
非言語表現を学ぶ 目的 とパフォーマンス教育の効果
に関す る自己認識の関係を調査 した佐藤(1997)による
研究や,既 存の非言語表現に関する研究(Hall,1969;
佐藤,1997)を基にして池田・小池(1998)はアンケー ト
を作成 し,親和欲求を測定した。本研究ではその一部
をそのまま用いた。 これは,池 田 ・小池の被験者が短
大英語科の1年 次生であ り,英語研修を主 目的 として
イギリスに2～3週 間滞在後アンケー ト調査を行って
いるので,オ ース トラリアの看護現場見学や医療制度
の講義による知識吸収がメインで副次的に英語や文化
の学習を挙げている者が多かった本研究の被験者の特
徴と比較 しやすいと考えたのが理由である。海外看護
研修2週 間コースの参加者13名 に研修直後にアンケ
ー トを無記名で行い,回収率は100%で あった。ア
ンケー トとその結果をまとめたのが表2で ある(数 字
は%)。
分析に際しては,池田・小池が取ったように,「いつ
もした」と 「そ う思 う」の項目に絞 り,更に被験者の
75%以 上が同じ回答をした項目に注 目することで,
参加者の傾向を探ることにした。
滞在先での非言語による自己表現に関する意識を調
べた22項 目の集計結果は,全体としては池田 ・小池
と同 じような傾向を示 していた。つまり,表情 ・笑顔 ・
アイコンタク トを常に心がけたり,相づち等話を進め ず
るための動作を意識的に行い,感 謝 の気持ちとして
様々な形で贈 り物をするという表現方法を通して自己
表現に努めていた。また,「堂々と振る舞 うように し
た」,「姿勢をよくした」等身体表現に関する項 目には
それほど気を配っていない点も池田 ・小池の被験者 と
同様の傾向であった。
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一方英語専攻学生と看護学専攻学生の違いが如実に
現れたのは,「時間に気を配った」項 目で,前者の約6
割がこの点にいっも気を付けていたのに対 して,後者
は3割 にすぎなかった。2週 間の研修視察中に,医療
現場の写真を撮るのに気を取 られグループから大幅に
遅れた り,ER現場で狭い廊下を横に占領 したりと,こ
ちらが首を傾げる場面が幾度かあり,看護グループの
ルーズさがこの項 目に出たと考えられる。勿論,短 大
として英語科の学生に海外研修の事前指導をする中で
時間に関 しても指導をしていたための結果なのか,看
護を学習 している学生の特徴 として時間にルーズなの
かの一般化はできない。 このよ うなルーズさが目に付
く一方で,さすがに将来看護職に就きたいと希望 して
勉強 している学生だと関心させ られたのは,「笑顔 を
心がける」「目を見て話す」「相手の表情を読みとろう
とした」「相づちを打つ」の項 目結果で,75%以 上の
参加者が常に実行 していて,且 つ英語科の学生に比べ
20%以 上もポイントが高かった。更に感謝の気持ち
を伝えるのにも行動として積極的に 「相手にプ レゼン
トを贈った」者が77%と 英語科38%の2倍 にも達
していた。そのような意識を持つ者が看護職を希望す
るのか,看 護学を学習する中でこのような姿勢が養わ
れたのかは知る由もないが,おそ らく日本社会でその
ような項 目に常々気を配っているので,オ ース トラ リ
アでも自然 と振る舞いの中に出たと想像できる。
次に非言語表現能力の向上意欲に関しての回答結果
に目を向けると,「そ う思 う」率が高い項 目はほぼ英語
科の学生と看護研修参加の学生 とで一致を見た。「自
然な立ち振る舞いをしたい」「豊かな表情になりたい」
「優 しい表情を身につけたい」 「明るい表情にな りた
い」「相手を安心させる表情を身につけたい」等は全て
両グループともに70%以 上の者が 「そ う思 う」にチ
ェックを付けていた。唯一20%以 上の開きがあり且
つ両グループとも75%以 上であったのが 「正 しい発
音の仕方を知 りたい」であった。この項 目には英語科
グループも74%の 者が 「そ う思 う」にチェックを付
けていたが,英 語専攻の学生の方が日常の授業で発音
指導を受ける割合も看護学専攻の学生よりも高く,ま
た発音を含めた英語力 自体が高いことが容易に想像で
き,それがこのような結果をもた らした と考えられる。
4.2親和欲求のまとめ
英語圏滞在中に非言語による自己表現に関する意識
を調べた結果,看 護研修参加者は表情 ・笑顔 ・アイコ
ンタク ト・相づち ・贈 り物 とい う表現方法を通して意
識的に自己表現に努めていたことが判明したが,こ れ
は池田 ・小池が調査 した英語専攻学生の結果から逸脱
するものではなかった。特に,「笑顔を心がける」「目
を見て話す」「相手の表情を読みとろうとした」「相づ
ちを打つ」を常に実行 していたのが看護学生の75%
以上に上 り,英語専攻の学生より20%以 上多かった。
一方非言語表現能力の向上意欲に関 しても,ア ンケー
トより向上させたいと思っていることは明らかであり
この点でも池田 ・小池の結果 と一致を見た。
以上の結果より,英語専攻の学生に比べて看護研修
に参加 した学生の親和欲求は高 く,且つ異文化環境で
も実行できていることがわかった。時間にルーズな面
もこのグループに関して判明したが,こ のグループに
特有のものか看護学生一般に当てはまるのかについて
はこの結果だけではわからない。
この結果を看護学生にとっての海外看護研修とい う
枠組みで考えてみると,既に高い親和欲求を持ち合わ
せそれを実行 している看護学生にとって,海 外研修の
事前準備や実際の海外体験を通 して更に親和欲求を意
識 しそれを高める指導は容易にできるものと思われる。
5ま とめ
豪州での短期看護2週 間プログラムを通 して参加者
は,日 中には看護英語の レッスンを受け,滞在国の医
療事情に関する講義 を聞き,実際に医療施設の見学を
しなが ら,ホームステイをして滞在国の人たちと日々
生活を共にした。この体験が,将来ナースを目指す看
護学生の自信 ・異文化や外国語に対す る意識 ・親和欲
求にどのような影響を及ぼすのかを,ア ンケー ト調査
結果を基に考察 した。参加者13人 から得た事前 ・事
後アンケー トを分析 した結果,(1)看護学 ・英語の学習
に良い動機付けとなったこと,(2)他のプログラム参加
者に比べて看護学生はかな り厳しい観察眼でホス トフ
ァミリーの生活や現地の女性の行動を見ていたこと,
(3)英語専攻の学生に比べて親和欲求は高く,異文化
でも実際に行動に移すことができている事実が浮かび
上がってきた。
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ただし,本文中で繰 り返し述べたように,この結果
を敷街するには本研究の被験者が僅か13人 と極めて
少ないために,更 に被験者を増やす必要があることは
言 うまでもないことである。
その上でこのような結果が確認 されれば,現 地研修
プログラム担当者(看 護英語及び医療機関との折衝)
と綿密に連絡を取 りながら,学内で事前 ・事後指導を
きちんと行 うことで十分成果の上がる海外研修になる
可能性が大いにあると言えよう。
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参考資料:看 護研修参加による心的変化アンケー ト(石野他,1999より)
#
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
#
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
内容(経 験 と自信)
1人でバスや電車に乗 ることができる。
1人でタクシーに乗 ることができる。
1人で英語 を使 って買い物ができる(ス ーパーマーケ ットを除く)。
1人で レス トラン等で英語を使って注文できる。
英語で簡単な 自己紹介 をし,自 分や家族,学 校等 についての質問に答 えられる。
人に英語で道を尋ねることができる。
夕食事等にホス トファミリーに自分から進んで話題を提供できる。
銀行で トラベ ラーズチェックを換金 した り,円 を滞在国の通貨にかえた りできる。
滞在国内で電話をかけることができる。
ホス ト先で電話が鳴った ときに,ま わりに誰もいなければ 自分が対応する。
適 当な額のチ ップを渡せる。
迷惑 をかけた相手 に,適 切な英語で謝 ることができる。
迷惑 をかけ られた場合に,適 切 な英語で注意をした り,苦情 をい うことができる。
困った ときは英語で助 けを求めることができる。
英語で手助けや手伝いを申 し出ることができる。
相手の良い ところを見つけた ら,素 直に英語でほめることができる。
身近な 日本の事柄 を説明し何 とかわかってもらえる 自信がある。
郵便局に行って,日 本に手紙 ・小包等を送れる。
軽い風邪,腹 痛,頭 痛,嘔 吐程度であれば,医 者や ホス トファミリーに,英 語で自分の病状を説明できる。
お世話になった人に,英 語でお別れの挨拶ができる。
滞在 国で1人 で生活できる。
相手に不快な思いをさせずに,食 事をす ることができる。
誘われた ときでも,行 きた くない,し たくない事であればはっきり断 ることができる。
場 面 に応 じて,丁 寧 な 英 語 の 表 現(Please,Thankyou等を 使 う こ と が で き る。
滞在国の人 と親 しくなることができる。
滞在国の食生活に適応できる。
家の中で靴 を脱がない生活は,私 は平気である。
いつでも,ど こで も自分の持ち物や身の安全にきをつけることができる。
列 を作って忍耐強 く順番をまつ ことができる。
内容(異文化と外国語への意識)
家族全員が家事を協力分担 しているのは良いことである。
上記のことは,日 本人 も見習 うべきである。
自分の時間や休 日を家族と過ごすことを大事にする習慣は良い。
上記のことは,日 本人も見習 うべきである。
見知 らぬ人にも,親 しみやすい態度 をとることは良い ことである。
上記のことは,日 本人も見習 うべ きである。
年齢に関わ らず,お 互いの名字よ りも名前で呼び合 う習慣は良い。
上記のことは,日 本人も見習 うべきである。
滞在国の子供は 日本の子供より自分を主張できるよ うだ。
滞在国の人は 日本 より質素な暮 らしを している。
街中を歩きなが ら物 をたべてもかまわない。
滞在国の生活水準は日本 より高い。
滞在国の文化 には優れたものがある。
滞在国は 日本 よ り危険である。
結婚相手は外国人でもかまわない。
滞在 国の男性 は日本人の男性 より幸せそうである。
滞在 国の女性 は 日本人の女性 より幸せそうである。
滞在 国の人は 日本人に対 して,偏 見,差 別意識 をもっていない。
滞在国の同年代の女性は,私 より精神 的に大人だと思 う。
滞在先の英語の授業は今回の海外滞在には役だったと思う。
中学,高 校で勉強 した英語は今回の海外滞在 には役に立った と思 う。
大学,短 大で勉強 した英語は今回の海外滞在 には役に立った と思 う。
海外研修に参加 して自分の英語が上達 した と思 う。
私は,ど んな ことを しても英語が話せるようにな りたい。
日本人 に生まれて よかった と思 う。
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表1.看 護研修参加による心的変化アンケー ト結果
?
?
?
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
ll
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
Av.
thisstudy(N=13)
pre
/4
2.31
1.31
1.92
1.54
2.38
2.62
1.92
2.38
2.23
1.00
1.31
2.08
1.15
1.92
2.46
2.15
1.92
2.07
2.31
2.15
1.38
2.54
2.92
2.00
2.77
2.62
3.00
3.31
3.54
3.92
3.92
3.69
3.69
3.46
3.38
3.38
2.84
3.08
2.08
2.46
2.46
3.23
2.38
3.53
2.77
3.15
3.15
3.23
3.23
2.92
2.31
2.61
3.15
2.77
2.59
SD
0.85
0.48
0.64
0.00
0.38
0.95
0.51
0.83
0.93
post
/4
3.62
1.92
2.85
1.92
2.38
3.08
2.46
2.92
2.69
1.69
1.38
2.15
1.69
2.31
2.54
2.54
2.54
3.00
2.69
2.46
1.92
2.77
2.92
2.00
3.15
2.69
3.46
3.23
3.69
3.77
3.61
3.77
3.46
3,38
3.23
3.77
2.92
3.30
2.46
2.69
2。00
3.46
2.33
3.53
2.62
2.77
3.15
3.00
2.46
2.77
2.54
2.77
3.38
3.54
2.80
SD
0.51
0.76
0.80
0.75
0.48
0.91
0.44
0、88
0.78
差
1.31*
0.61*
0.93*
0.38
0.00
0.46
0.54
0.54
0.46
0.69*
0.07
0.07
0.54*
0.39
0.08
0.39
0.62
0.93*
0.38
0.31
0.54
0.23
0.00
0.00
0.38
0.07
0.46
一〇
.08
0.15
一〇.15
一〇
.31
0.08
一〇.23
一〇.08
一〇
.15
0.39*
0.08
0.22
0.38
0,23
一〇.46
0.23
一〇
.05
0.00
一〇
.15
一〇.38
0.00
一〇.23
一〇
.77*
一〇
.15
0.23
0.16
0.23
0.77*
0.21
石 野 他(N=39)
pre
/4
2.45
2.11
2.61
2.50
2.53
2.47
2.45
2.34
2.84
1.66
1.95
2.95
1.74
2.63
2.95
2.82
2.24
2.66
2.61
3.03
1.55
2.95
2.66
2.92
3.08
2.82
2.74
2.95
3.55
3.86
3.69
3.65
3.37
3.20
3.06
3.39
2.58
3.49
3.02
2.94
2.04
3.14
3.22
2.82
2.67
2.71
2,69
3.55
3.67
2.84
3.14
3.16
3.71
3.65
2.85
post
/4
3.68
2.92
3.71
3.37
3.55
3.63
3.37
3.68
3.51
1.82
2.14
3.39
2.39
3.29
3.74
3.61
3.16
3。53
3、47
3.53
2.53
3.66
3.55
3。66
3.45
3.47
3、37
3.71
3.71
3.96
3.78
3.78
3.51
3.43
3.31
3.69
2.92
3.39
2.65
3.31
2.22
3.27
2.63
3.08
2.88
3.04
3.35
3.61
3.53
3.02
3.02
3.39
3.69
3.57
3.31
差
1.23*
0.81*
1.10*
0.87*
1.02*
1.16*
0.92*
1.34*
0.67*
0.16
0.19
0.44*
0.65*
0.66*
0.79*
0.79*
0.92*
0.87*
0.86*
0.50*
0.98*
0.71*
0.89*
0.74*
0.37
0.65*
0.63*
0.76*
0.16
0.10
0.09
0.13
0.14
0.23
0.25
0.30
0.34
一〇
.10
一〇
.37
0.37
0.18
0.13
一〇
.59
0.26
0.21
0.33
0.66
0.06
一〇
.14
0.18
一〇
.12
0.23
一〇
.02
一〇.08
0.46
(*ρ〈.05)#30-54につ い て事 前 ・事後 間 の 有 意 差 の 言 及 は 石 野 他 に は な い。
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表2:親 和欲求に関するアンケー トと結果
[滞在先での非言語による自己表現に関する意識]
笑顔を心がけるようにした
相手の 目を見て話すようにした
明るい表情を心がけるようにした
表情を豊かにす るようにした
自分のもっ雰囲気を大切にするようにした
場面に合わせて自分を表現するようにした
相手の表情を読みとるようにした
相手の動きをみるようにした
相づちをうっようにした
堂々と振る舞 うようにした
姿勢をよくした
歩き方に気を付けた
ものこしに気を付けた
(服装などの)色 彩に気を付けた
服装に注意を払った
装身具による自己表現に気を配った
相手にプ レゼン トを贈った
手紙やカー ドを送った
はっきりと発音するように口を大きく動かした
相手に聞こえるように適度な声の大きさで話 した
声の高さに気を付けた
時間に気を配った
[非言語表現能力の向上意欲]
身体表現で気持ちを表現したい
自分 らしい身体表現をしたい
対人距離を身につけたい
他人によい印象を与えたい
感情表現をコントロールしたい
適切な身体表現を身につけたい
自然なたち振る舞いをしたい
言葉以外から相手の気持ちを身にっけたい
素敵な(美 しい)表 情を身につけたい
豊かな表情にな りたい
優しい表情を身につけたい
自然な笑顔ができるようになりたい
美 しい姿勢を身につけたい
明るい表情になりたい
美 しい歩き方をしたい
相手を安心させる表情を身につけたい
よく見つめることができるようになりたい
自分に似合 う服を見つけたい
好ましい化粧方法を知りたい
自分 らしい髪型を知りたい
自分に似合 う色を知りたい
色彩表現の手法を学びたい
タイミングの捉え方を身につけたい
品のある表情と動作を身につけたい
適切な間をとれるようになりたい
堂々とした態度を身にっけたい
パワーのある表情や動作をしたい
存在感のある表情を身につけたい
いきいきとした表情と動作を身にっけたい
正しい発音の仕方を知 りたい
いつもした
100670ク
100β0ノ
923
53.8
46.2(26)
46.2(15)
z69側
769
84.665Z♪
15.4
0(21)
0
23。1
23.1
38.5(6)
23.1(6)
769635ソ
46.2
15.4
30.8
7.7
30.8(59)
そう思う
46.2
53.8
46.2
61.5
38.5
69.2
z69
76.9
z69
846
76.9
z69
53.8
846
z69
846
53.8
69.2
69.2
69.2
61.5
53.8
69.2
61.5
69.2
69、2
53.8
53.8
61.5(83)
92.3ピZ勿
ときどきした
0
0
7.7
30.8
7.7
7.7
23.1
23.1
15.4
15.4
46.2
23.1
15.4
17.7
0
0
7.7
15.4
15.4
30.8
15.4
53.8
少し思う
38.5
23.1
7.7
30.8
38.5
30.8
15.4
23.1
7.7
7.7
23.1
23.1
30.8
15.4
23.1
7.7
38.5
23.1
23.1
23.1
30.8
30.8
23.1
38.5
30.8
30.8
30.8
30.8
38.5
0
どちらともいえない
0
0
0
15.4
30.8
38.5
0
0
0
46.2
38.5
46.2
53.8
15.4
23.1
38.5
15.4
38.5
53.8
38.5
38.5
15.4
どちらともいえない
7.7
15.4
38.5
7.7
23.1
0
7.7
0
15.4
7.7
0
0
7.7
0
0
7.7
7.7
7.7
7.7
7.7
7.7
15.4
7.7
0
0
0
7.7
15、4
0
7.7
あまりしなかった
0
0
0
0
15.4
7.7
0
0
0
7.7
7.7
7.7
7.7
15.4
15.4
15.4
0
0
7.7
7.7
15.4
7.7
あまり思わない
7.7
7.7
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
7.7
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
しなかった
0
0
0
0
0
0
0
0
0
7.7
7.7
15.4
0
23.1
15.4
15.4
0
0
0
0
15.4
0
思わない
7.7
0
0
0
15.4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
7.7
0
0
0
0
0
0
7.7
0
0
0
0
7.7
0
イタリックは75%以上,下線は池田他と20%以 上の差があることを示す。
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